






要旨:マターナル PKU を効率良く予防するためには追跡調査体制から外れた高フェニルア

ラニン血症および PKU の女性患者(ハイリスク女性患者)にいかに効率良くアクセスできる

かがポイントである。住所不明のハイリスク女性患者を見出すためには女児中学生あるい

は知的障害児を出産した女性を対象とした PKUのスクリーニングが有効であろう。しかし,

費用,低受検率が問題になろう。ハイリスク女性患者にアクセスする他の方法として各自

治体のスクリーニング検査機関,特殊ミルク使用状況調査を行っている母子愛育会,小慢給

付申請書を扱っている各自治体が得ることができる情報を利用する方法が考えられる。こ

の中ではスクリーニング検査機関が得ている情報がとくに有用であろう。各自治体毎にマ

ターナル PKU の発生を効果的に予防するためのプロジェエクトをつくり,最大限の努力を

なすべきである。


